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農業従事者 118,356   29.9％
非農業従事者 236,437   59.8％
農業＋季節的出稼ぎ   40,745   10.3％
農村就業者数 395,538 100.0％
（出所） 金堂県就業服務管理局提供資料、「金堂県人力資源分析調


































































































































































































































工場・企業名称 業種 創業年 創業者 学歴
1 YR 製衣廠 衣料品縫製 2007 39 歳女性（1988 年 16 歳で政府組織で厚街皮革工場へ） 中卒
2 SF 靴面加工廠 靴加工 2007 【外地】重慶市崇州出身の 40 代。家族企業。 －
3 FM製衣廠 衣料品縫製 2008 41 歳女性（1989 年 30 歳で政府組織で厚街靴工場へ） 高卒
4 CF 靴廠 靴加工 2008 【外地】30 代男性。四川省資中県出身の大卒者。 大卒
5 LY 製衣廠 衣料品縫製 2009 36 歳女性（1992 年、16 歳で厚街の衣料品工場へ） 中卒
6 LM靴面加工廠 靴加工 2010 【外地】簡陽県出身の 36 歳。 －
7 JH 靴廠 靴加工 2010 42 歳男性（1990 年政府組織で東莞カバン工場へ。病気療養の
ため一時帰省し、91 年に再び政府組織で厚街の靴工場へ。）
中卒
8 TY 靴廠 靴加工 2011 40 歳男性（工場長。1991 年高卒で厚街靴工場へ） 高卒
9 TX 靴廠 靴加工 2011 32 歳女性（1999 年 16 歳で厚街靴工場へ） 高卒















































































































































































名称 工場区分 受注 /納品先 完成品仕向地
1 SF 靴面加工廠 分工場 成都温江の親工場（オーナーは重慶人） 国内（ハルピン、貴陽など）
2 CF 靴廠 独立工場 東莞の靴工場 輸出（日本、米国、欧州）
3 LM靴面加工廠 分工場 成都の親工場（オーナーは四川簡陽県出身者） 国内
4 JH 靴廠 独立工場 成都の複数の靴工場 国内、輸出（ロシア、中東）
5 TY 靴廠 分工場 東莞の親工場（オーナーは東莞人） 輸出（日本）
6 TX 靴廠 独立工場 県内工業団地の靴工場 国内
（注）（1）工場区分は完成品を作る上位の工場による投資関係の有無を示した。
（2）委託加工の場合、受注先から材料を受け取り、できあがった半製品を納品するため、受注先と納品先は同一の工場である。


































































































































































































































































































































































































工場・企業名称 従業員数 就業時間 休日 賃金 宿舎
1 YR製衣廠 3工場で100人 8：00-21：30 土曜休日 出来高払い（1200-2000元） 無料（20人ほど）
2 SF靴面加工廠 20人 8：00-21：30 月1-2日。土曜夜の残業なし。出来高払い（1600-1700元）※セル方式 無料




4 CF靴廠 100人 8：00-12：00、13：30-17：30、
19：00-21：00
月2日。土曜夜の残業なし。 出来高払い、幹部・技術者は時給 15元（60-70人 /100人）
5 LY 製衣廠 30人 8：00-22：00（冬は早めに終業）金曜の夜の残業なし。 出来高制（平均1200元、多くて2000-3000元） 工場2階（1日2元、食費込み）
6 LM靴面加工廠 67人 8：00-12：00、12：30-18：00 月2日 出来高払い。実際には普通工1200元、手工1500元、ミシ
ン工1800元を下回ることはない。平均賃金1700元。
無料（利用者は7割ほど）







8 TY靴廠 70-80人 8：30-17：30（昼休み30分） 月1-2日 最低賃金（普通工1000元）＋出来高で、実際には平均
1500-1600元
なし
9 TX靴廠 26人 8：00-12：00、13：30-17：00 残業無し 最低賃金（手工1200元、ミシン工1500元）＋出来高 無料（10人）
（出所）各工場への訪問調査（2011 年 2 月実施）により、筆者作成。
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東省東莞市の製靴産業 集積地に労働力を供給してきた。初期の出稼ぎ労働者たちは一〇年以上 就業経験を経て作業に習熟し、広東の大規模な靴工場の管理層を勤める者も多い。しかし、一〇代で出稼ぎを開始した彼らも一〇年、二〇年が経過し、結婚、出産を経て子供を養育し、教育する必要に迫られている。中国 現実では 稼ぎ先で の託児、就学を実現することが非常に困難なため 子育て世代の農村出身者は誰もが、帰郷のタイミングを図っている。金堂
県
の
靴
工
場
の
創
業
者
も
就
業
者
も、こうした出稼 Ｕターン組であり、家庭的な要因で帰郷 選択している。　
鎮内の工場は広東の靴工場で同
様の作業に習熟した熟練労働者こうした家庭的なニーズに配慮し
鎮内靴工場の手動ライン
靴工場の片隅で、子供が子守
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つ
つ、
広
東
以
上
の
低
賃
金
で
雇
用
し、
操
業
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る。より低いコストを求めた産業の移転需要と、家庭という非経済的要因で帰郷せざるを得ない地元出身の出稼ぎ者たちを、自らもその一部で立場をよく理解する工場経営者が雇用することで実現した産業移転である。そこで働く就業者は貴重な就業機会や家庭の状況に合わせたある程度柔軟な勤務形態といった面を評価しており、賃金
に
対
す
る
要
求
は
高
く
な
い。
実
際、鎮内の賃金レベルではとうてい生計を維持できず、目下の帰郷就業者はほとんどが子供を抱えた女性であり、彼女ら 夫たちは今も外地で出稼ぎ中である。製靴工場
の
中
国
国
内
に
お
け
る
内
陸
移
転
は、内陸の労働力の労賃の低さのみならず、不完全な労働移動しかできない現行制度の不備 メリットをも享受して実現しているように思われる。＊
 本稿の元となった研究は科研費若
手
研
究（
Ｂ
）（
課
題
番
号：
2
0
7
1
0
1
9
6
）
の
助
成
を
受
け
た
ものである。
（
や
ま
ぐ
ち
　
ま
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
東アジア研究グループ）
《注》⑴
 ＥＭＳ最大手のフォックスコン（台
湾
）
が
広
東
省
東
莞
市
に
持
つ
大規模工場を大幅に縮小し、河南省、四川省など内陸へ移転している事実はよく知られる。
⑵
 河南省、安徽省などで政府による製靴企業誘致や沿海部靴企業の移転が報道されている。
⑶
 二〇〇四年に温州に工場をもつ大型靴メーカー、奥康集団、紅蜻蜓集団などが重慶への大規模な工場移転を決定している。
⑷
 靴
の
作
業
工
程
は
大
き
く
わ
け
て
アッパー部とソール部に分かれる。前工程としてアッパー部分を生産し、最後にそこにソールをつけ という作業手順で生産される。
⑸
 牧野百恵「パキスタン労働集約的産業と流入する中国製品との競争」
（『アジア経済』二〇〇六
年第四七巻第六号）は、 同様に労働付存比率が高く、原料賦
存
に
も
恵
ま
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン
が、理論的には靴産業に比較優位を持つはずであるにもかかわらず、流入する中国製 に対し
て競争力を持ち得ないことを実証した興味深い論文である。
《参考文献》①
 伊
藤
亜
聖［
二
〇
一
三
］「
中
国
沿
海部の産業移転動向―『国内版雁
行
形
態
』
の
実
証
分
析
―」
『
中
国経済研究』第一〇巻第一号。
②
 世界靴業総部基地ＨＰ（二〇一三
年
一
一
月
一
三
日
ア
ク
セ
ス
）。
http://w
w
w
.ashoes.cn
/cybj/
③
 川
上
桃
子［
一
九
九
九
］「
ビ
ジ
ネ
ス・ネットワークと産業成長―台湾・韓国製靴工業の事例―」北
村
か
よ
子
編［
一
九
九
九
］『
東
アジアの中小企業ネットワークの現状と課題―グローバリゼーションへの積極的対応―』アジア経済研究所。
④
 月
刊
フ
ッ
ト
ウ
ェ
ア・
プ
レ
ス
「データで見る世界の靴の動き」元
デ
ー
タ
は『
W
orldFootw
ear
Y
earbook2
0
1
2
』（二〇一三年
一
一
月
一
三
日
ア
ク
セ
ス
）。
http://w
w
w
.f-w
orks.com
/fw
p/
fw
pbn
/1
3
-0
4
/pick3
.htm
l
⑤
 「東靴西移：奥康準備好了」
『市
場観察』二〇〇九年第八期。
⑥
 趙
深
安［
二
〇
〇
七
］「
力
促
四
川
成
為『
東
靴
西
移
』
的
首
選
」『
四
川省情』第三期。
⑦
 陳
勤
建［
二
〇
〇
八
］「
対
沿
海
製
靴
業
現
状
与
『
東
靴
西
移
』
的
思
考
」
『西部皮革』第三〇巻第一二期。⑧ 「『
東
靴
西
移
』
成
都
成
靴
都
」『
人
民
日
報
』
二
〇
一
三
年
一
月
一
四
日
。
⑨
 成都市人民政府弁公庁［二〇〇七
］「
関
措
于
印
発
成
都
製
靴
産
業
集群発展規
划的通知」二〇〇七
年六月二九日（成弁発［二〇〇七］五八号）
。
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